
２０２４年度（令和６年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

網引学区(町・地区)まちづくり推進委員会 委員長 小原 一三 

  (問合せ先) 0847－52－5540 （網引交流館） 

事業内容 

（１）スポーツ交流事業（9月 15 日ソフトボール大会 約 60 人、11 月 10日グラウンドゴルフ大会 約 90 人、 

            12月 8日新市町内一周駅伝大会（4学区連携）約 300人、2月 9日ユニカール大会  

            約 60人） 

（２）さわやか運動教室と食生活改善（9月 29日健康づくり運動教室（ボッチャ）約 60人、2月 11日健康 

                  づくり料理教室 30人） 

（３）三世代交流と在宅高齢者及び一人暮らし高齢者訪問（通年 8福祉会 約 610人） 

（４）ばら花壇づくり及び管理（毎月３回 定期的に５か所のばら花壇の手入れ作業 延べ約 800人） 

（５）あびき夏まつり（8月 4日網引小学校運動場 約 1,000人） 

（６）網引ふれあい祭り（10月 20日網引交流館及びＪＡ網引グリーンセンター 約 800人） 

（７）安心・安全事業（通年 青色回転灯パトロール 延べ 200人、１月 26日文化財防火訓練（吉備津神社） 

約 300人） 

（８）文化活動・地域活性化事業（6月 16日あびき歴史ウォーキング 125人、10月 6日ドローン体験会 21人 

3月 19日旅立ちの会 約 140人） 

（９）広報事業（年６回「自治会だより」の発行、年１２回「衛生だより」の発行、10月「パブリックギャラ 

リーあびき」（網引交流館内）に年間行事等の写真を展示） 

（10）まちづくり推進委員会運営事業（通年 網引交流館） 

 

成 果 

  様々な事業やイベントを通じて住民間の親交と絆を深めることができた。また、健康の維持増進やコミュ

ニティの活性化にもつながる活動もできた。 

 

課 題 

  継続的な課題であるが各種団体の役員や参加者の高齢化、固定化が進んでおり、若年層の参加と担い手  

づくりが急務となっている。 

 

課題解決にむけて 

  既存の事業（行事）などについて、各種団体と連携して見直しや一本化等に向けた点検に取り組むととも

に、若年層が参画しやすい環境整備を図り人材育成にも取り組む。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～大好きあびき「夢と誇りと喜び」～ 

 網引学区まちづくり推進委員会では、２０１９年度より地域の文化を共有し伝承する

ために、「小字看板」の作成を行ってきました。網引学区には、３２１の小字があり、

これまで地域の方、網引小学校の６年生に卒業記念として製作してもらいました。 

今年度ですべての小字の看板が完成し、今後設置していく予定となっています。 

 

「旅立ちの会」～自分で作成した看板を持って～ 

～羽ばたけ、大空へ 

   夢と希望をのせて～ 
「旅立ちの会」で、卒業生と同数

３９羽の鳩を一斉に放ちました 
看板の設置 

あびき歴史ウォーキング 

設置してある小字看板をチェックポイント 

とする「あびき歴史ウォーキング」 

小字看板 


